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家族で防災会議を
家族の役割分担を決めておきましょう

　災害が起こったときのために、家族で「防災会議」を開き、次のよう
なことをあらかじめ決めて、いざというときに備えましょう。

・非常持ち出し品などの置き場所と持って出る人を決める。
・いま災害がおきたら各人がどんな行動を取るか、役割分担を決める。
 （例）地震がおきたら

→ ガスの元栓をしめる
→ 石油ストーブなどの火の始末
→ 電気器具のプラグを抜き、ブレーカーを切る
→ 子供やお年寄りの避難を世話する
→ 消火活動をする　など

・避難場所はどこで、どんな道を通って行くか。
・方向の違う場所を 2カ所は覚えておく。
 （避難場所が被災したり、道が通れなくなる場合も想定しておく。）
・もし、家族がバラバラになってしまった場合の連絡方法や集合する
避難所などを決める。

非常時編

その時どうする?

天災は忘れた頃にやって来る

いざという時、何よりも自分の命を守りましょう。
「天災は忘れた頃にやって来る」といわれるように、
災害はいつ自分の身にふりかかるかわかりません。
日頃から災害時の行動をイメージしておくことが
大切です。
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